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は じめ に
本研 究 は、主 に募兵 制の成立 ・発展時期 である明中期、 すなわち宣徳(1426～35)・ 正統 期
(1436～49)か ら正徳期(1506～21)ま で を考察 の対象 とす る。布衣 の身分か ら身を起 こ し、つ
いに天下統一 を成 し遂 げ、中国の新 たな支配者 にな った朱元 璋が創設 し、群雄 を平定 した地域
の治安 維持や異民族を防禦で きる重要交通路 に設置 され、 国家権力 を維持 す るための軍事制度
で あった衛所制度 は、中期以降 にどの ように変容 ・維持 されたか。衛所制 の経済的基盤で あ っ
た軍屯制が崩壊 し始 めるこ とと並行 して、北辺防衛 の重心 が衛所か ら辺鎮(鎮 戌制 または営兵
制)に 移 る中で、募兵制が開始 された明中期、曾 て洪武帝 が人民 の把握 と統治 のために確立 し
た戸籍制度 を前提 と して行われて いた兵員誰保策 はどの ように変容 をせ ま られたのか。北辺防
衛 は、軍事上 だけで な く政治 の動 向、経済 的施策 そのほかの国政のすべてに、深 い関係 を もっ
てい る。 これ らの諸問題 を検討す ることによって明中期 という時代の国家支配 の特質 を究明す
る こと、 さ らには明朝 の募兵制 を中国兵制史上 でどのよ うに位置付 けられ るかを考察す ること
が、本研究 の課題 である。
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第一章 明初 の衛所制 につ いて
一洪武期 を中心 として一
本章で は、募兵制が 出現す る明中期以 降、衛所制 が崩壊 して いるか維持 されたか とい う問題
を考察す るが、 その前提 として、洪武帝 が創立 した衛所制の本質 について分析 を加 え る。洪武
帝 が軍 戸制 を実施 した背景や意図や、 その制度が皇帝専制支配体制 に どのよ うな役割 を果 た し
ていたか、 その歴史的意義及び近世史上 に衛所制が もっ意 味を明 らかにす る。
先行 研究で指摘 され たよ うに、衛所 の設置場所 は、重要 交通路及 び蒙古 や少数民族 を防禦 で
きる要 地だ けで はな く、 さ らに軍 餉を 自給 自足 できる屯田可能地域 であ った。元末 の土地 の荒
廃化 と流民が大量 に発生 してい る状況 のなかで、塞楓 と して民戸 か ら強制 的に軍糧 を徴発す る
ことは難 しく、衛所設置の場所 を屯田可能地域 と したことは、 明朝 の国家支配体制 を窺 える一
要 素で ある。衛所の兵力源 は、朱元璋 の起兵以来の軍士である從征軍、元末明初 に朱元璋 によっ
て平定 され た群雄及 び故元 の降軍 である帰附軍、 また は田根 がない民、す なわ ち土 地が ない農
民 また は地主 の佃戸 を衛所軍 とした。洪武期の衛所 は、治安維持 や辺境防衛 による皇帝専制支
配 を支 え るとと もに、皇陵や府 ・州 ・県治な どの重要施設 を防備す る役割 ももって いた。
明朝 は辺境 だ けで はな く、沿海 に も衛所を設 置 し、海防体制を形成 した。すなわち海 島に拠 っ
た群雄 の張士誠 ・陳友諒 ・方国珍 などの残存勢 力及 び元末 か ら顕著 とな る倭鬼、海 上で生 活す
るが居 住地が一定 せず しば しば盗賊 となる蛋戸を統制 した。 また民が勝手 に外番 と交易す るこ
とも禁止 した。 さらに明初 には、北方の蒙古、満州族 に対抗す るための軍雷 問題 を解決 す る必
要 があ ったので、軍糧 を北辺 に運搬す るため、漕運 を専門 とす る運糧 衛所を必要 と した。 洪武
初 には元朝の遺制 で海運 を行 って いたので、遼東 の征伐 の際 に、沿海 衛所が運糧 の役割 も兼 ね
て いた。 しか し、経済 の中心が蘇州 ・嘉興 ・常州 ・鎮江 など、 いわゆ る長 江下流 デル タ地帯 に
移 る一方 で、永楽以降政治権力の中枢 が北京 に置かれ るようにな ると、運糧 を専門 とす る運糧
衛所体制 が整 え られた。
ところで、 明朝 は、蒙古 と対 立 してい る遼東 か ら甘粛 に至 る北辺 と、 四川 ・貴州 ・雲南 の一
部地域 に は、行政系統 の府 ・州 ・県 を設置せず、衛所が軍民 を兼管 した 「実土衛所」を設置 し、
民戸 は衛所 に寄籍 し衛所 の管轄下 に置 かれた。西北辺地 域 に設置 された衛所 には、帰附 してき
た故元 の諸王 ・諸將 に軍職であ る衛所官 を授 け、 その部衆 を統轄 させ た。 これに対 して内地 の
少数民族 と雑居す る地域 には、帰 附 してきた土官 に行政系統 の布政司下 の知府 ・知県を授 ける
とい う中国伝統 の羅魔政策を実施 した。 このよ うに統治方法 が異 なった ことにつ いて は、洪武
帝 が子孫 を戒 めた 『皇明祖訓録』 の中か ら窺 える。 すなわち蛮夷 の小国 は遠 く山を隔 た り海 を
越 えてい る一地域 に過 ぎないので明朝 の憂 いにはならないが、西北 の蒙古 は代々中国の患 となっ
てい るので防備 を怠 る ことはで きない とい う認識 であ った。
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布政 司の設 置な どによる官制 の改革 によ って内外安定 期 に入 った時期 の洪武9年(1376)は 、
元朝 的支配 体制か ら明朝独 自の皇帝独裁体制へ の制度的転換期であ る。 さ らに翌 々年 の洪武11
年 に南京 を京 師 と定めた後 に、第二次 の諸王 の分封 を行 うとともに、皇帝専制支配体制 を輩固
にす るたあ府軍衛 ・留守衛等 の宿衛及 び親軍指揮使司 を設置 し、南京体制 を確立 した。
第二章 土木 の変 と勤 王兵
本章 で は、 防衛 の重 点が衛所 か ら辺鎮 に移行す る時期、 すなわち衛所 だけでは辺境 防衛 が不
可能 とな った時期 に、従来 の 「軍」 にかわ って出現 した 「兵」 すなわち募兵 の問題を考察する。
特 に土木 の変 によ って京 師防衛体制再建が急務 とな った時期 の兵員確保問題 を取 り上 げ、募兵
の開始 や募兵 の一種 であ る民兵 一義勇 と民壮 一の実態を明 らかにする。
明朝 においての募兵制 の開始 は、正統 の始 めであ り、 さらに土木 の変 によ って親征軍 を構成
していた京営 の壊滅 に より、京 師防衛 のための緊急的 ・臨時的な措置 として 「兵 」(募 兵)が
出現 した こと、す なわち義民 を中心 とした義勇の召募 と、民戸 の民壮が再編成 され た意味を考
察 した。
明中期以 降、兵力補充策 として実施 されて いた勾補策 が黄冊 の弛緩 ・軍 冊 の素乱 のせ いで、
効果 が上 が らなか ったため、洪武2年 の民戸 ・軍戸 ・匠戸 ・竃戸 ・陰陽諸色戸の戸籍 は濫 りに
変乱 す ることを禁止 す るとい う祖法 を破 り、敬差給事 中李実 を揚州 ・准安府等の江北地域 に派
遣 し義勇 を招集 させ るとともに、北直隷 ・陳西 ・山西 ・河南地域 に も監察御史を派遣 して義勇
と民壮 を召募 させ、北京 に動員 させた。
民戸 か ら召募 された民壮 は、平時 には農業 に、有事 の際には征討 に参加 させ るとい う方針で
あ った。 これ は明初、「民兵万戸府」 を設置 して、民間 の勇敢 な者 を徴集 した際の、「兵 を農 に
寓 す」 とい う理念 への復帰 で もあ りうる。 しか し、蒙古 の侵憲 が政治的 ・軍事的問題 となると、
明朝 は 「兵」 を軍籍 に登載 して軍伍 を維持 しようと した。 また漕運軍や屯田軍 の配置転換な ど
によ って運糧体系 に混乱 が生 じる と、辺境 に軍糧を運搬 ・護送 させ た後 に、漸 く彼 らを原籍 に
帰 した。主 に、京 師防衛 のたあに召募 され た民壮 は、也先 の侵入が鎮静化す ると、 随時京師防
衛可 能 な体制を整 えつつ、地域 の守備 に配置転換 され原住地守備 の任務 に就 くような形 に移行
してい った。以 降北辺 防衛 の中心 が衛所か ら辺鎮 に移 ると、 た とえば大同鎮の兵 員 の半分以上
を民 壮が 占めることとな った。
第三 章 明中期の北辺 防衛 と軍戸
一在営 の余丁を中心 として一
本 章で は、洪武帝の衛所制 の兵力供給源で あった軍戸 の問題 を、中期以降 の軍 戸、就中余丁
の在 り方 にっ いて考察 を加 え る。
北 辺で は対蒙古 防衛の中心 が衛所 か ら辺鎮 に移 り、 さらな る兵力確保が急務 とな った時期に、
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明朝 は軍戸 のなかで も本来従軍 の義務がない余丁 を官軍戸 口冊 によって統 括 し、 それに依拠 し
て余丁を徴集 ・召募 し辺鎮 の軍伍の映を補充 した ことを明 らか に した。
衛所制度 の維持 ・存続 のたあに、軍官 ・軍士 を妻子や父母 な どの家族 とともに衛所 に移住 し
て同居 させ た洪武期 の政策 と、衛所 に妻を同伴 させ る正統元年の措 置 によって、在営 の軍戸 の
家族 は増加す ることとな った。 これ に対 して明朝 は衛所 に居住す る衛所官 や衛所軍 の後喬 のた
め 「衛籍」 を創設 し、彼 らを統括 した。本来、州県 の軍戸 は一般民戸 と同様 に里 甲正役 ・均脩
も科せ られ たが、次第 に在営で増加 した余丁 に も賦役 を科派す るため有司 に寄籍 され る政策が
行 われ た。 しか し、土木 の変 によ り在営の余丁 が兵力供給源 と して認 識 され る と、寄籍政策 は
廃止 され るよ うにな った。すなわ ち兵員確保 の必要性が急増 したため、彼 らを官軍戸 口冊 によ っ
て統括 したので ある。税役 を徴収す るとい う財政優先 か ら、兵員の絶対 確保 とい う軍事的要求
に転換 したのである。 この結果、在営の衛所軍 の戸 では、一家で5・6人 が辺境 の防備 に就 く
状態 とな り、陳西 の慶陽衛で は余丁 が軍伍 の40%を 占める程であ った。 さ らに弘治末、衛 所軍
が明初 の10分 の6・7に 減少 して いる時点 で、軍役 に就 き得 る余丁88万 人 を リス トァ ップ させ
た。
明中期の軍戸 の樒役の実状を窺 え る一 っの事例 が 「冬操夏 種舎余」 とい う役で ある。 この役
は、天順年間 に九辺鎮 の一つで ある寧夏鎮 で実施 された役であ る。鎮 が設置 された建文(1399
～1402)時 代 にはなか った役であ るが、人丁 の数 や財富 を基準 と して余丁 を選 び取 り、 冬 に は
訓練 を、夏 には農業 に専念 させた。 ただ彼 らも緊急 の際 には、時期 に関係 な く動員 された。 民
戸 の雑役 の科派基準で ある人丁 の数 と財産 が軍戸 に も適用 されて いた ことが確認 で きた。 従来
の明代径役研究 の対象 は民戸 に限 られていた きらいがある。軍戸の徳 役 にっ いて はその進展が
見 られ るなか で、宣徳以降 には、養馬 ・採薪 ・焼炭 ・採草 ・築堤 ・転輸 運糧 ・修渠 な どの雑役
が始 め られ、天順年間 に軍戸 も均径 法の対象 となって いた ことが明 らか とな った。
第 四章 明中期 の陳西 の土兵 について
本章 では、民壮 は西北辺で は土兵 の別称 である とす る先行研究を批 判 し、土兵 の実態及 び彼
らが辺鎮 に編成 され た過程を考察 す る。衛所制が空洞化 し、 さらに天 順以降、蒙古 の一族 で あ
る　鞄が河套(オ ル ドス)地 区 に居住 して辺境防衛が急務 とな った時期 に、土兵 が西 北辺 防衛
に欠かせ ない存在で あ った ことを探 る。
陳西地域 を、臨挑府 ・平涼府 ・輩 昌府 な どの陳西西部地域 と、霊州 や延安 ・慶 陽府 な どの行
政機構 によって統制 され た陳西東部 地域 に分 け、両地域の特性を考察 した。 前述 した よ うに、
蒙古 と境 を接 している北辺の都司 ・行都 司には、行政機構を設置せず、衛所 が軍戸 は勿論、民
r
戸 や異民族 も管轄 して いた。明初、 北辺 を平定す る際 に、明朝 は帰 附 して くる　靱 の家族や軍
士 を、陳西 の場合 には甘粛 ・涼州 ・寧夏 な どの地域 に衛所を設 置、従 来 の統 属関係 をそのまま
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に して衛所 に所属 させた。陳西西部で は、衛所や土 司 によって統制 され た臨挑府の蘭県以 西 の
地域 の元朝 か ら帰 附 した蒙古 の土達や、土官の統制下 にあ る土人、及 び明朝の行 政機構 の中 に
組 み入 れ られた異民族 であ る土民 を主体 と して構成 された。 これに対 して陳西東部で は、慶陽 ・
延安府 の民戸 の土着民 も土兵 を構成 して いた。その構成面 か ら、民戸 出身 の民壮 とはその出身
が画然 と異 な っていた ことが判 る。
土兵 は天順以 降蒙古 が河套 を占拠 したため設置 された九辺鎮 のひ とっ延綴鎮を構成す る軍団
の一部分 とな り、 弘治年 間には陳西 の四鎮 、延繧 ・甘粛 ・固原 ・寧夏鎮 に も編入 され た。 衛所
軍が城 に駐屯 し、京営軍が京師 の守備 に重 点があ ったのに対 して、土兵 は蒙古の防備 と征討 に
参加 していた。土兵 は、 明中期以後衛所の空洞化 に伴 って、北辺防衛安定化 に欠かせ ない存在
とな ったのである。
土兵が召募 され た原因 として は、帰附 して定住 していた蒙古 の一族である土達の満四の乱 と、
辺將 の土達 に対す る撫位 の失敗が挙 げ られ る。 明朝 は、帰 附 して北京 に居住 して いた達官 には
軍 糧 の支給面で優遇措置 を行 って いたが、土木 の変 の際 には、彼 らが蒙古 と結託 す ることや盗
賊 とな って治安 を素乱す ることを恐れ、彼 らを内地 に移す とい う政策を行 っていた。成化期 に
は蒙古 の侵憲が激 しくな り、積極的 に彼 らを召募 して兵力 を補充 し、蒙古 を防備 させ たので あ
る。
お わ りに
異民族の元朝を打倒 し、中国の新 たな支配者 にな った朱元璋が創設 した戸籍制 度 と軍事制 度
は元朝 の戸籍制度 を継承 した一面を もっ。軍戸 の供給源 の保証 こそが制度の存続 の前提 であ っ
たのが明朝の軍 戸制で ある。
明朝 は、元 朝 にな らい戸籍 を職業別 に民戸 ・軍戸 ・匠戸 ・竃戸 な どの四っに大別 した。 この
中で、衛所の兵 力供給源であ った軍戸 の場合、一旦明初 にそれ に入 れ られた家 は、代 々軍戸 と
して世襲 され るとと もに、分戸 も禁止 された。 ところが、宣 徳か ら正統 にかけては、軍戸制度
を基盤 とす る衛 所制度 に行 き詰 まりが現 れた。 この時期 に、衛所 の経済 的基盤で あ る軍屯制 の
矛盾が表面化 し、衛所官 などによる軍屯 の兼併、私有地化の弊が現 れ、軍士 の逃亡 が増加 す る
こととな り、衛 所制度 もその根底 か ら動揺 するに至 った。
軍戸 による兵 力供給策 は、 さらに正統14年 の瓦刺の也先の侵入 によ って正統帝が捕虜 となる、
いわ ゆる土木の変 を契機 と して転 換せざ るを得 なか った。明認代を通 じて北辺防衛 が軍事面 は
もとよ り、政治的 ・社 会的 にも国家に とって重大課題で あった ことは多言を要 しないであろう。
特 に永楽期の対 外積極 策が変 更 され、国 内政策重視 に国家の基本方針 が変化 した宣徳期以後 に
あっては対蒙古の防衛上、万里の長城線 が重要 な意味を もって きた ことも しば しば指摘 され る
ところで ある。 この北辺防衛 が更 に重大 な問題 に参 ったの は土木 の変以降である。 この事件 は、
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明朝 に とって は、社会 ・政治 ・軍事面で の大 きな分 岐点 で もあ った。軍 事面 にお いて は、京師
防衛 の重要勢力 であ った京営 が大打撃 を被 る緊急事態 に対処 す るため、明朝で は従来の軍士 は
.、 占
軍戸 よ り愈派す るとい う原則 を破 って、民戸 か ら臨時に兵士 を召募 した。 また本来軍 役 の対象
外で ある官戸 や軍戸 の余丁 や辺境地域 に雑居 す る民戸 と異民族 を召募 して兵力 を補充 した。中
期以降、衛所制が崩壊 し、北辺防衛体制が衛所 か ら辺鎮 にその重点 を移す中で、兵員の確保が
急務 とな った時点で は、 もはや洪武帝の 「戸籍 を乱 す ことを禁止す る」 とい う祖法 を遵守す る
ことはで きず、民戸か らも兵員 を補充す ることを余儀 な くされた。募兵 制 の実 施 の背景 に は、
明初 に帰附 して北辺地域 に定住 して いた蒙古族 や少数民族 が衛所官 たちの撫憧 の失敗 によ って
叛乱 を起 こ したよ うに、流動化 ・不安定化 す る社会 の様 々な問題が存在 した。
論 文 審 査 結 果 の 要 看
、
本論文 は、 中国史上で最 も強力な皇帝専制体制 を確立 した明朝(1368-1644)に お いて、 お
もに軍 政面 で支配 の根幹をな した とされ る衛所制 の形成 と、 その動揺 と変質、およびその結果、
衛所制 の補完物 と して派生 す るに至 った募兵制 とにっ いての、文献史料 を博捜 ・網羅 した実証
的研究 であ る。論文 全体 は、 四章 で構成 される。
第一章 で は、 中国近世の兵制史 において、軍役 を世襲 させ る とい う点で特異 な衛所制 につい
て、 その沿革 と概要 お よび特質 が検討 される。 この制度 の創設者明太祖洪武帝 は、 モ ンゴル王
朝元 に倣 い、人民 の戸 籍を軍戸 ・民戸 ・匠戸等 に分 か って固定 し相互の移動 を禁 じた。最終 的
に論者 は、軍役 を世襲 す る軍戸 を基盤 とす る衛所制 が、宋代 に確立 した近世 的君主独裁制 を一
段 と強化 した、 明清 的皇帝専制体制 の濫膓 たる洪武 と、以後数代 の治世 の主要因 である と位置
づけ る。純粋 な軍事面 ばか りでな く明朝 の統治体制全般 において、衛所制が重要 な構成要素 で
あ った事実 を、本論文 で確認 す るとき、右 の主張 は強 い妥当性 を もっ。 まず先行研究 において
比較 的注 目され ることの少 なか った、沿海衛所 ・軍糧衛所 の検討 を通 じて、直接 的には軍 隊 ・
官僚集 団への食糧供給 をめざ した ものであるに して も、物流 の面で も衛所制 が、統治体制維持
の一環 をな した ことを明 らかに した点 など、 その一例で ある。特 に本論 文 が衛所 の形成過程 を
解明す るにあた り、朱元璋(洪 武帝)が 、対立す る群雄 や元朝支持勢力 を投 降 させ、 ただち に
それ らの集団 を衛所 に改編受容 した事例 を、多種検 出 しえた点 は、貴重 な成果 であ る。論者 も
言及す るよ うに、近年 中国の顧誠氏 は、 とか く兵制史研究 の面 ばか りか ら注 目されていた衛所
にっ いて、軍戸 のみな らず民戸 を も管轄下 に置 いた行政単位 としての側面へ の、注意 を喚起 し
た。従 って衛所形成過程 の検討 は、州県 と衛所 との両者 に立脚す る明代的行政機構の解 明へ と、
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発展 しうる。 本論文 はすで に土官 ・土司 を通 じて間接的 に統 治 された、西南方辺境地帯 のあ り
よ うと対比 して、 直接統治 ではあ って も州県で はな く、衛所主体 に軍戸 ・民戸 が統 治 され た、
モ ンゴル族 と対 峙す る北方 国境地帯 の特徴的 あ りか たを、指摘 している。 それ ら衛所の相当数
の起源 が、論者 が検 出 した如 く明初 に受容改編 された、 旧元 の漢軍戸等 に求 められ るとすれば、
本論文 は明代統 治体制 ・行政機構 の解明 を、元 ・明の継承 関係 とい う視点 か らもな しうる立場
を、獲得 してい ることになる。元 との表面上 の類似 と して処理 されがちな戸籍制度(軍 戸 ・民
戸等)に ついて も、 かか る作業が本質的 な連続 性の意義 を補 強で きるとす れば、単 なる断代史
で あるよ り以上 の明代史 ひいて は、中国近世史研究 への突破 口 とな りうる。
第二章で は、軍制 として の衛 所制が矛盾を露呈 し、本来軍戸(正 軍戸)の みで構 成 さるべ き
戦 闘員の相当部分が、「兵」 とい う新 たな存在 によって構成 され るに至 る過程 が、論ぜ られ る。
「兵」 とは呉 晧氏 の定義 に よれば、世襲 されず、当人が逃亡 あ るいは死 亡 した場 合 に も家族 か
ら、代替要員が強制補充(勾 補).さ れた り しない点 で、衛所制下 にお ける 「軍」 とは対極 的 な
存在 であ る。論 者 は衛所制動揺 の主 た る原因 を、屯 田制 の崩壊 という財 政基 盤 の喪失 に求 め、
「軍」 か ら 「兵」 への転換点 を正統14年(1449)、 モ ンゴルオ イ ラー ト部 の エセ ン汗 が侵憲 し、
英宗正 統帝 の率 いる親征軍 を包 囲職滅 して英宗 を捕虜 に もした、所謂土 木の変 だ とす る。正規
軍(衛 所軍)の 突発 的 な激減 に対 応すべ く明政府 は、「兵」 に依存せ ざるを えな くな るの であ
るが、 本論文 はその召募 にあた った李実 の 『題本』(上 奏文)を 基本史料 と して、 そ の活 動 を
詳細 に分析 し、 この時兵員の供給 源 とな ったのが義勇 と民壮 の二者であ り、兵員確保 の方 法が
召募 を原則 と した二点 か ら、爾後民戸 をお もな供給源 とす る募兵制 が、衛所制 の補完物 と して
定着 し、 衛所制 に決 定的な変質 が起 こった と結論す る。先行研究が多 く募兵 の出現 に漠然 と言
及 す るに止 まるのに対 し、論者 が 「軍」か らの転換の契機 を土木 の変 に確定 し、 しか も従来注
目され ることの少 なか った当該 『題本』 を縦横 に活用 して、詳細 かっ具体 的な史実 の復元 を達
成 した点 は、創見 にみちた本論文 中で もとりわ け重要 な成果 であろ う。
第三章 ・第四章 で はともに、軍制 としての衛所制の変質 という論点 を、民戸以外 の兵員供給
源 に焦 点をあて ることで、補強 している。衛所制下 にお ける正軍戸 は戦 闘員 を供 出す る義務 を
負 うが、それ以外 の成人男子(軍 余 ・余丁)、 および士官 に該 当す る軍 官 の家(官 戸)に お け
る成人 男子(舎 人)ら が、衛所制 の動揺 に伴 い徴募 の対象 とな った事実を、第三章 は論証する。
官戸 ・軍戸 において本来 の範囲以上 に従軍者の枠が拡大 されたばか りで な く、兵員 の供給源 は
土兵 に も求 め られた。第 四章 は土兵 を西北辺 にお ける民壮 の別称 とす る、先行研究 を排 し、 そ
の出身 を元朝 か ら帰 附 したモ ンゴル族や、土 官支配下 の土人等 の非漢民族、辺境の土着民で あ
る民戸(漢 民族)等 であ ると論証す る とと もに、モ ンゴル族 と対 峙す る北辺地域 にお ける・民
族構成 の複雑 さ多彩 さを、浮彫 に した。
一375一
また民戸以下募兵全般 にわた って、給与や税役減免等 の特典 の視点か ら、彼 らの非衛所 的性
格が 明 らか にされ、先行研究 において は不徹底 の憾 みのある明中期以後 の兵制 の実態 を解 明す
るのに、 ほぼ成功 して いる。
本論文 にはなお、 明代兵 制の全貌を明 らかにすべ く取 り組むべ き課題 が、 い くつか遺 されて
はい るが、 ただ既見 の ように先行研究 に はない、斯学 に とって有益 な新知見 が少 なか らずす で
に獲得 されてい るのみな らず、『明実録』 は もとより地方誌 ・文集 ・雑 著 の類 に至 る までの諸
文献 か ら、関連 史料 が博捜かつ網 羅 されてい る事実 は、特筆 され るべ きであろ う。 また本論文
で はお もに募兵 に対 す る優遇措置ない しは報酬 の面か ら言及 された、税役負担 とその減免等 の
問題 は、右 の作 業の蓄積 とも相侯 って本論文 の成果 を、「軍戸 を もふ くめ た」 明代社会 の全体
的研究 へ発展 させ るべ き、 関鍵 ともな りうる。
叙上 の理 由で本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位を授与 され るのに十分 な資格 を有す る
もの と認 め られ る。
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